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令和４年２月17日（木曜日）

午前10時47分開会

会議に付託された議案等

○議案第63号 令和３年度宮崎県一般会計補正

予算（第20号）

出席委員（８人）

委 員 長 日 髙 利 夫

副 委 員 長 坂 本 康 郎

委 員 横 田 照 夫

委 員 日 高 博 之

委 員 野 﨑 幸 士

委 員 佐 藤 雅 洋

委 員 山 内 佳菜子

委 員 前屋敷 恵 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

福祉保健部

福 祉 保 健 部 長 重黒木 清

福祉保健部次長
小 川 雅 彦

（ 福 祉 担 当 ）

福祉保健部次長
和 田 陽 市

（保健･医療担当）

部 参 事 兼
山 下 栄 次

福 祉 保 健 課 長

医 療 薬 務 課 長 牛ノ濱 和 秀

薬 務 対 策 室 長 林 隆一朗

衛 生 管 理 課 長 壹 岐 和 彦

健 康 増 進 課 長 市 成 典 文

感染症対策室長 有 村 公 輔

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 藤 村 正

政策調査課主査 澤 田 彩 子

ただいまから厚生常任委員会を○日髙委員長

開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

す。

日程案につきましては、お手元に配付のとお

りでありますが、御異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○日髙委員長

します。

次に、本委員会に付託されました議案につい

て福祉保健部長の概要説明を求めます。

福祉保健部でございま○重黒木福祉保健部長

す。

委員の皆様におかれましては御多忙の中、今

回の補正予算につきまして、日程を追加して御

。審議いただきまして誠にありがとうございます

新型コロナにつきましては、後ほど御説明い

たしますけれども大変厳しい状況が続いており

ます。引き続き必要な対策に全力で取り組んで

まいりますので、御指導の程よろしくお願いい

たします。

それでは、当委員会に御審議をお願いしてお

ります議案等につきまして、概要を御説明申し

上げます。

お手元の厚生常任委員会資料の表紙をめくっ

ていただきまして、目次を御覧ください。

、 。本日は 予算議案１件をお願いしております

１ページをお開きください。

議案第63号「令和３年度宮崎県一般会計補正

予算（第20号 」でございます。）

今回の補正は、国のまん延防止等重点措置の

本県への適用期間の延長による飲食店等への営

令和４年２月17日(木)
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業時間短縮要請に伴い、協力金を支給するため

の経費について措置するものでございます。

補正額は、２月追加補正額の欄に記載してお

りますように、58億1,140万5,000円の増額でご

ざいます。

事業費の詳細につきましては、福祉保健課長

が説明いたしますけれども、まず私から今回の

まん延防止等重点措置の延長に至った経緯等に

つきまして、現在の感染状況も含めて説明させ

ていただきます。

常任委員会資料の５ページを御覧ください。

まず上段でございますが、本県の１日当たり

の新規感染者数でございます。第５波と比較し

て第６波を載せておりますけれども、第６波に

つきましては、こういった形でピーク時に511名

まで新規感染者が増えているということでござ

いまして、１月21日からまん延防止等重点措置

を適用しているところでございます。

月別感染者数の表にございますとおり、１月

・２月合計で約9,800人となっております。第５

波が全体で約3,000人でありましたので、３倍以

上の新規感染者が発生しているということで、

第６波がいかに大きな波であるかをお示しして

いるところでございます。

その下の表でございますけれども、１日当た

りの新規感染者数を前の週の同じ曜日と比較し

た表となっております。１月31日までは前の曜

日を上回って増加しておりましたが、２月１日

からは、前の週の同じ曜日を下回っている状況

が昨日まで15日間続いている状況でございまし

て、感染につきましては少しずつ落ち着いてき

ている状況にあると思っております。

そういった中で、次の６ページの上段、直近

１週間の人口10万人当たりの新規感染者数の表

でございますけれども、第６波のピーク時で

は248人でございます。現在154.3人まで落ちて

きておりますけれども 第５波は79人とか 71.2、 、

人といった数字が書いてありますけれども、そ

れに比べましてもまだ非常に高い水準で新規感

染者がいるところでございます。

全国的に感染が爆発しておりますので、総体

的には全国で38位ということで、順位は下がっ

てきておりますけれども、依然として高い水準

。で新規感染者がいるというところでございます

６ページの下段の表は県内の各圏域の感染状

況でございます。宮崎・東諸県圏域がピーク時

は318.2人まで上がりましたけれども、どの圏域

。もだいたい下がってきている状況でございます

人口の少ないところは少し凸凹しておりますけ

れども 今では小林・えびの・西諸県圏域が61.5、

人と低くなっておりますが、ほかの圏域では170

から130人ぐらいまでの間に位置している状況に

あります。

７ページの上段の表を御覧ください。

九州各県の感染状況をまとめている表でござ

います。表にございますように、まん延防止等

重点措置の適用について、沖縄県が最初だった

んですけれども、その後、長崎県、熊本県、本

県が１月21日から、その他の県が１週遅れの１

月27日からまん延防止等重点措置が適用され、

現在、九州全域に適用されているところでござ

います。

表を見ていただけると、先にまん延防止等重

点措置を適用した本県を含む３県につきまして

は、比較的早い段階でピークを迎えていること

がお分かりいただけると思います。熊本県、長

崎県と本県ではそういった形になっておりまし

て、その中でも特に本県は、ピークが248人まで

上がった後は154.3人まで下がってきているとこ

ろで、早めにまん延防止等重点措置を適用した
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効果が出ているということになります。

また、本県については酒類提供の終日停止を

お願いしておりますので、３県の中では一番厳

しい措置を取っているということもございま

す。154.3人まで落ちているのは、因果関係を証

拠をもってお示しすることが難しくて、推測に

なりますが、そういった厳しい措置を取ってい

る効果をもって、各県に比べると比較的感染が

落ち着くのが早くなってきている状況にあると

考えております。

下段の表はクラスターの発生状況でございま

す。１月の最初の頃は、会食に伴うクラスター

も見られていたんですけれども、それが徐々に

学校教育施設といったところが増えてきて、そ

の後、高齢者施設等にクラスターが広がってき

ている状況がここに現れているところでござい

ます。

、次に８ページの上の表でございますけれども

年代別の新規感染者数をまとめた表でございま

す。第６波で非常に特徴的なのが、やはり20代

の方々の感染でございます。一番上のグレーの

線になるんですけれども、１月の成人式前後の

会食等で若い方々が県外から帰省等されて、そ

こでまず不特定多数の方に広がっていったとい

うところで 20代の方の感染が急速に増えていっ、

ております。

その後 30代 40代の方に感染が広がっていっ、 、

て、その後は10歳未満のところ 一番上の青─

いところでございますけれども 学校とか教─

育・保育施設に広がっていって、10歳未満の方

が増えていっていると。

現在は、高齢者の方々 １月31日から急に─

立ち上がっている線がございますけれども、こ

れは90代の方でございます。90代の方が急速に

増えていったりとか、一番下の線ですけれど

も、70代、80代、60代といった方々に感染が増

えてきているところでございます。

やはり一番懸念すべきところは、この一番下

の70代、80代、60代の方々です。10歳未満を除

けば、ほかの世代の方々は下がってきているの

ですけれども、この高齢の方々の線が横ばいに

なっているところです。しかも人口10万人当た

り70人ぐらいの数字が出ていますので、高い水

準で横ばいとなっており、なかなか減っていか

ないというところがあって、一番懸念している

ところでございます。

残念ながら、最近、高齢者の方々の死亡が相

次いでおります これはやはり感染の爆発に伴っ。

て、表にございますけれども、80代、90代の患

者がこれだけ増えているところで、80代が256

名、90代が193名でございます。

ちなみに第５波のときは 90代の方が15名 80、 、

代が44名と少なかったので、お亡くなりになる

方は比較的少なかったところですが、こういっ

た高齢者の方でも、特に年齢の高い層の感染が

これだけ増えている状況もございまして、残念

ながらここ連日亡くなる方が発生してしまって

いる状況にございます。

その下が入院患者の状況でございます。医療

の逼迫状況をお示ししているグラフになります

けれども、病床使用率は40％前後で推移してお

ります。入院患者も110名程度で横ばいという感

じになっております。しかしながら中身を見て

みると、入院患者の約７割の方が65歳以上の高

齢者になってきているところ、それから酸素投

与が必要な、いわゆる中等症の患者が30名程度

まで増加して、最近は40名近くまでなっている

ということで、どんどん増えていっている状況

でございます。このまま続けば医療提供体制の

負荷はさらに増加していくことに強い懸念を抱
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いているところでございます。

次の９ページがまとめみたいな話になるんで

すけれども、これまでの第６波の感染の流れが

上の表でございます。先ほど申し上げましたよ

うに、成人式前後の若い方々の会食の場で不特

定多数の方々に感染が広がったのが最初でござ

います。その後、その感染が家庭に持ち込まれ

て家族とか親族間で拡大したと。その後、職場

や学校でクラスターが発生して、現在は高齢者

施設とか医療機関でクラスターが発生している

という状況にあります。

現在、まん延防止等重点措置を適用していま

して、感染の始まり、川の流れに例えますと感

染の最上流部になりますのが会食の場です。こ

こを閉じている関係もあって、今はクラスター

、 、が発生しても そこで何とか抑え込んでいって

。少しずつ減少している状況だと思っております

感染の最上流部の対策を今緩めてしまうと、

またこの流れを繰り返すことになってしまうの

。 、を懸念しているところでございます この場合

既に１日当たり200人ぐらい新規感染者が発生し

ているところから、またさらに拡大していくこ

とになりますので、さらに大きな数になってい

くところが非常に心配されるところと考えてい

ます。

そういった第６波までの感染状況のまとめを

下に書いていますけれども、まん延防止等重点

措置については、一定の効果があったと思って

おります。ほとんどの圏域で減少傾向になって

きているところで、県全体の新規感染者数はま

ん延防止等重点措置適用の延長を決定した日が

２月10日でございますので、２月10日時点で９

日連続で前の週の同じ曜日を下回っているとこ

ろです。

ただ、県全体としてピークアウトという状況

にはまだ至っていないというところ、依然とし

てクラスターが多数発生しているという状況が

ございます。併せて、医療提供体制の負荷が増

加していることで、申し上げましたように、入

院者の中で高齢者が増えている、中等症の患者

が増えているところを踏まえまして、これから

春休みを迎えます若い人たちの動きがまた活発

になってくる時期でございますので、そういっ

た時期を迎える前にしっかりと感染を抑え込ん

でいく必要があると思います。

それがその後の経済の回復につながるのだと

いう思いの下、今回、引き続き強い感染防止対

策ということで、まん延防止等重点措置の延長

を判断したところでございます。

そういった判断を踏まえまして、10ページに

ございますように、引き続き県内全域を対象に

まん延防止等重点措置を３月６日まで延長して

いるのが今の状況でございます。行動要請も引

き続き全市町村でこれまでと同じ内容のお願い

をしているところでございます。

、まん延防止等重点措置をしっかりやりながら

収束に向けて医療機関、市町村と連携してしっ

かり取り組んでまいりますので、引き続き御理

解と御協力のほど、よろしくお願いしたいと思

います。

次に、議案についての説明を求○日髙委員長

めます。

なお、委員の質疑は執行部の説明が全て終了

した後にお願いいたします。

歳出予算説明資料の福祉○山下福祉保健課長

保健課のところ、３ページを御覧ください。

福祉保健課の補正予算額は、左の補正額欄に

ありますとおり、58億1,140万5,000円の増額補

正であります。

この結果、補正後の予算額は、右から３列目



- 5 -

令和４年２月17日(木)

の補正後の額の欄にありますとおり 444億8,343、

万7,000円となっております。

５ページを御覧ください。

（事項）新型コロナウイルス感染症緊急対策

事業費の説明欄、１、感染症対策休業要請等協

力金事業58億1,140万5,000円の増額補正であり

ます。

それでは、厚生常任委員会資料の３ページを

御覧ください。

感染症対策休業要請等協力金事業です。

１の目的・背景ですが、県内の飲食店等に対

する時短要請を行うことによりまして、感染の

拡大防止を図るものです。

２の事業概要ですが （１）感染症対策休業要、

請等協力金といたしまして、時短要請に協力し

、た飲食店等へ協力金を支給した市町村に対して

協力金の10分の９の補助を行うものであります

が、下の米印にありますとおり、まん延防止等

重点措置の適用期間が、県内全域で３月６日ま

で21日間延長されたことに伴い、補正をお願い

するものです。

協力金額につきましては、その下にあります

表のとおりでございまして、売上高に応じて１

日当たり３万円から10万円、店舗単位で支給さ

れることとなっております。

、（ ） 、次に ２ 感染防止対策事務費補助金ですが

市町村の協力金支給事務に要する経費につい

て10分の10の補助を行うものです。

３の事業費ですが、補正額は表の左から２列

、 。目にありますとおり 58億1,140万5,000円です

、 、財源の内訳は 全額国庫支出金となっており

地方創生臨時交付金を充当することとしており

ます。

４の事業効果といたしまして、飲食店等に対

し協力金を支給することで、要請の実効性を高

め、感染リスクの高い飲食の機会を減らすこと

で新型コロナの感染拡大防止を推進することが

できると考えております。

今回の時短要請の概要につきましては、４ペ

ージに記載しているところでございます。

続きまして、繰越明許費補正についてであり

ます。

令和４年２月県議会定例会提出議案 議案第63（

号）の４ページを御覧ください。

第２表繰越明許費補正についてであります。

一番上の事業名、感染症対策休業要請等協力

金事業につきまして、事業実施期間が不足する

ことから翌年度への繰越しをお願いするもので

す。

執行部の説明が終了しました。○日髙委員長

議案についての質疑はございませんか。

酒類提供の終日停止についてお伺○山内委員

いしたいんですけれども、九州内で終日停止と

しているのは、宮崎県以外だとどこがあるんで

しょうか。

九州内では長崎県が酒類○山下福祉保健課長

提供停止をしていると聞いております。

、○山内委員 この件に関しては飲食店の方から

時短要請の協力金は出るのになぜ酒類提供の停

止については協力金がないのかという御相談を

以前からいただいていて、今回もいただいてい

ます。

その件に関しては、議案書にも書かれていた

のですが、商工観光労働部の県内事業者緊急支

援事業で酒類提供を停止した飲食店も対象に含

めているということで検討して手当てしている

という御説明はいただいていて、その趣旨は理

解しているつもりなのですけれども、飲食店の

方はなかなかその点の理解が進んでいないと感

じています。
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この酒類終日提供停止が感染防止につながっ

ているのではないかという部分については、一

定の効果があるのではないかと私も感じている

ところではあるんですけれども、飲食店の方へ

の説明とか、御理解を求める点がまだ十分では

ないのかなと感じています。

技術的な部分の話になるかもしれませんが、

まずは、国に対して酒類提供停止についての協

力金も制度化してもらえないかという意見を宮

崎県として上げる、求めるということはできな

いのでしょうか。

今 委員から御指摘があっ○山下福祉保健課長 、

たのは、恐らく時短営業の停止対象になってい

ない、もともと夜８時以前にお店が閉まるよう

なお店でなおかつお酒を通常出しているお店、

昼間だけやっている定食屋とかそういうところ

のことではないかと思っております。おっしゃ

るとおり、商工観光労働部の県内事業者緊急支

援金が対象になるということで、現在、国の感

染対策として協力要請推進枠、時短営業の協力

金等の中には感染対策としての支援はないとこ

ろでございます。

あと、もう一つは今回、国の事業復活支援金

というのができておりまして、感染対策等によ

り強い影響を受けたところにつきましては、こ

の事業復活支援金の対象となり、おっしゃった

ような店舗についても対象になると聞いており

ます。

いろいろな業種等がコロナで影響を受けてい

ると思いますが、経済的な意味では、国として

は事業復活支援金で手当てすると。加えて、県

としても経済対策として商工観光労働部の支援

金が対象となることで、何とか県一体となって

手当てしているところであろうかと思っていま

す。

ただ御指摘のとおり、特に飲酒関係が要請の

対象になっていることもありますので、その辺

につきましては、全国知事会の議論等も踏まえ

まして、どういった形があるのか検討していけ

ればと思っております。

事業復活支援金は酒類の停止に応○山内委員

じるか、応じないか関係なく対象になると思い

ますので、酒類提供停止に応じたからこそ支援

金とか協力金がもらえるのだという実感がある

と、より理解とか協力が進むのではないかなと

思っています。そういった部分が、飲食店の方

には今見えづらいかと思っています。国に対し

て改めて求めることができないのかと個人的に

はずっと思っています。

県の緊急支援事業に関しても、幅広い事業者

を支援するという点では私はすごく評価してい

る部分なのですけれども、そこに酒類提供停止

に応じた業者が含まれるのが、なかなかこの事

業名からは見えづらいです。

例えば、これは事業名の問題にはなるのです

けれども、酒類提供停止に応じてくれた業者へ

の何か協力金というような 金額を増やせと─

かそういうことではなくて、同じお金を使うに

してもそういう名前がついているとか、そうい

う制度名がある窓口があるというだけでも、飲

食店の方には理解が得られやすい、見えやすい

という点につながっていくのではないかと感じ

ています。

まん延防止等重点措置○重黒木福祉保健部長

等の強い対策によって、県内経済のあらゆる分

野に影響があると思っております。影響のある

産業分野は、各県の事情がいろいろあると思い

ます。沖縄県でしたら観光が非常にダメージが

本県もそうですけれども、観光の比重が大─

きいところとか、おっしゃるように酒類のとこ
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ろもございます。

そういった意味でそれぞれの県が独自に経済

対策ができるように、いわゆる臨時交付金は、

昨年度から知事が地方税財政常任委員長として

国に要望して、しっかりと一定の額をいただい

てきているところでございますので、そういっ

た臨時交付金を使ってそれぞれの県の実情に応

じて必要な経済対策を打っていくという立てつ

けになっていると思っています。その中で国の

独自の措置として、課長が答弁したような事業

復活支援金とか、そういった新しい取組ができ

たところでございます。

その上で、さらに県独自の対策として今回の

補正では、歳出予算説明資料の15ページを見て

いただければ商工観光労働部の事業になります

、 、けれども 酒類販売の停止を行っていますので

事業復活支援金とか一般的などんな業種も対象

になる支援金とはまた別に、この酒類販売事業

、者等緊急支援事業を新しく立ち上げてもらって

より分かりやすい形で酒類販売の方々にしっか

りと県として支援を行うことをお示ししており

ますので、商工観光労働部とも連携しながら、

いろいろな方々にこういった事業をやっている

ということの周知を図ってまいりたいと思って

おります。

ちなみに我々のほうでは、飲食店の事業組合

の方々にこういった措置もありますということ

でお知らせをしているところでございまして、

大変評価をいただいていると聞いております。

この酒類販売事業者等緊急支援事○山内委員

業というのも名前としてすごく分かりやすいと

思います。お酒類を販売している事業者への緊

急支援、ただしこれは飲食店に対してお酒を販

売している事業者が対象であって、飲食店は対

象ではないと伺っているのですけれども、認識

として間違っていますでしょうか。

これは酒類の卸とか、○重黒木福祉保健部長

小売をやるところに対する支援金です。飲食店

に対しては、先ほど課長が説明しました飲食店

の協力金事業があり、ちなみにこれにつきまし

ては酒類を提供した場合は１日大体２万5,000円

です。

今回、本県は酒類の提供を停止していますの

で、一番小さいところで１日当たり３万円で、

そこは国も酒類を提供する場合と提供しない場

合で単価の差を設けて 5,000円ですけれども─

支給していますので、本県の場合は一番小─

さなところで３万円が支給されているという立

てつけになっております。

私が先ほど申し上げたのが、部長○山内委員

が今教えてくださった酒類販売事業者等緊急支

援事業のような事業名に、こういう酒類販売事

業者が対象の支援なのですと書いてあると分か

りやすいということを意見として申し述べさせ

ていただきました。

酒類提供停止に応じた飲食店への協力金支援

事業というようなネーミングとかにもう少し工

夫をいただけると、協力いただいている飲食店

の方にも分かりやすくなるのではないか、理解

を得やすいのではないかという意見を先ほどか

ら申しているところであります。

執行部は、その部分についてはこ○日高委員

この部分で支援するという国のスキームをちゃ

んと説明しないと分かりませんよ。

すみません、勘違いし○重黒木福祉保健部長

ていました。

飲食店の中で時短営業に応じるところについ

ては国が協力金を払いますし、国として飲食店

に対する協力金事業という形でスキームにのっ

とってこれをやっているところでございます。
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当然、説明の段階では各市町村を経由して協力

金の支援を行っているんですけれども、各飲食

店の方々はもうそこは十分御理解をいただいて

いて、飲食店については酒類提供の停止に応じ

ていただいているので単価３万円になっている

とか、あるいはそうでなければ単価２万5,000円

になるとか、そこは十分に御理解をいただいて

いるというところでございますので、引き続き

しっかりと理解が進むように、組合等とも話を

しながら進めてまいりたいと思います。

組合としては理解されているかも○山内委員

しれませんが、私に御相談いただいた飲食店の

方がいらっしゃるという時点で、なかなかまだ

隅々の飲食店の方々は十分理解されていないの

ではないかと思いますので、今後も様々な工夫

をいただいて、納得をいただけるような事業展

開をお願いしたいと思います。

事業復活支援金の周知が十分でな○日高委員

い感じがします。昨日、知事会のオンライン会

議でも何か話が出ていたということです。これ

は商工観光労働部のカテゴリーでしょうけれど

も、どのくらい周知が徹底されているのかを調

査したほうがいいような気がします。

ほかの部の事業になり○重黒木福祉保健部長

ますけれども、私のほうからお答えしますが、

基本的には経済産業省の事業ですから、県で直

接広報するのはなかなか難しいところがござい

ます。併せて、たしか１月の終わりぐらいから

ようやく国でもコールセンターを立ち上げて、

いろいろなチラシをつくって広報を始めたとい

うことで、今から浸透していくのではなかろう

かと思っています。

ちなみに商工観光労働部では、商工会や商工

会議所に御協力いただいてしっかり通知して

いって、事業復活支援金についてのお問合せの

窓口は、そういった地元の商工会、商工会議所

と連携して進めているということでございます

ので、そういった形でしっかり周知が図られて

いると伺っているところです。

、○日高委員 それだったらいいんですけれども

これはなかなか難しいです。国のスキームでや

るので、宮崎県の実情としてこういった業種が

困っているというふうになってもなかなかそこ

に届かないという状況です。酒類提供販売だけ

に絞れば、ではおしぼり業者はどうするのか、

代行タクシーはどうするのかという話だと思う

んです。

今回一律50％売上げが下がった業者に対し

て10万円という事業がありました 下支えがあっ。

て、事業復活支援金があって、酒類提供と今回

の福祉保健部のこの延長の予算があり、何階建

てかになっていると思うんですけれども、それ

に経済産業省の支援があってみたり、福祉保健

部がやってみたり、商工観光労働部がやってみ

。たりするから困惑するのではないかと思います

先ほど部長が商工観光労働部と連携してと言

われていたので、経済産業省の事業も含めて分

かりやすい事業の一覧みたいなものをつくって

もらうといいと思います。

おっしゃるとおりだと○重黒木福祉保健部長

思っています。要は国の事業復活支援金があっ

て、それをベースにして県の県内事業者緊急支

援金があって、その上にまた酒類販売事業者等

緊急支援事業があって、言わば支援策について

は３階建てみたいな形になっています。

そこがどういう場合にどうなるのかは、セッ

トにして分かりやすい形でやっているとは思い

ますけれども、そういった御意見があったこと

につきましては、商工観光労働部におつなぎを

、 。して しっかり対応をお願いしたいと思います
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ぜひお願いします。○日高委員

先ほど部長からピークアウトしつつあるとい

うことで説明がありまして、知事もいつかの会

見で同じような「つつある」と言われていまし

た。先ほど宮崎県と長崎県は酒類の提供はして

いなくて収まり、大分減ってきているというこ

とでした。

１月の段階で成人式があって、やはり飲食の

部分から広がっていったということで、元のは

しりはこの部分からであるということと、これ

までのコロナ感染状況を見ても、やっぱり飲食

が非常に多かった。ところが、このグラフでも

今は飲食店よりも学校施設だとか福祉施設で多

くのクラスターが出ています。今後はなだらか

に下がってきてくれればいいなと思います。

しかし、今までのコロナは一回ピークが来た

。ら山になって最後ぐっと下がっていたんですよ

ところが今回のコロナは、一回山になったとこ

ろから少し下がって、そこから高止まり傾向が

続きます。沖縄県でさえピークアウトって言っ

たのがもう何週間前です。下がってきてはいま

すけれども、今ここに来て横ばいです。

まん延防止等重点措置の期間は３月６日まで

。 、です 今の状況だったら一日でも早く解除して

早く経済を回したいというのが当然あるからこ

そ、期限まではお酒を出さないとか、県の対応

ははっきりしていると思うんです。ただ、これ

。がピークが止まらなかったらどうするんですか

ピークから下がって、高止まり傾向で新規感染

者数が200人とか、例えば２週間後で100人ぐら

いとか。これはあり得る話ですよね。

そうなったときは、３月６日を迎える手前の

段階、３月の頭か２月の下旬ぐらいに国に対し

て判断しなければいけませんよね。前倒しすれ

ば多分２月の下旬です。国も最初は延長とか解

除とかあると思うんですけれども、新規感染者

数が100人台でもまん防を解除するのかという話

になってくると、これは延々と解除までいけな

い状況も正直出てくる。病床の使用率もピーク

は下がってきているけれども、使用率はあまり

変わっていないです。私が、今、まん防の解除

はいつぐらいになるんですかと質問しても、今

後の感染状況を見ながら総合的に判断してまい

りたい思います、という答えが返ってきますよ

ね。皆さんは専門家じゃないんですけれども、

やっぱりどこかで判断しないといけないわけで

す。

知事の記者会見を見ていると、もしこのまま

下がらなければ、３月６日以降も感染対策を徹

底的にやっていきますと、そうすれば感染者数

は下がります。ただ、宮崎県は減っているけれ

ども、ほかの県を見てください。鹿児島県、大

、 、 、分県 熊本県 福岡県はまだ上がっているので

九州全域を見たら解除する状況ではございませ

んと言われたら、何か先行きが見えないような

気がするんです。

明確じゃなくてもいいので、部長として、ど

の辺が一つの解除レベルのラインだよというと

ころがあれば教えていただければと思います。

大変悩ましい問題で、○重黒木福祉保健部長

どういう状況になったら解除できるのかという

ところなのですけれども、大きくは２つ視点が

あると思っています。

一つはやはり感染者の数です 今 爆発的に200。 、

人台とかいう形になっていますので、やはり新

規感染者が一定程度以下に落ちていくというの

が必要だと思っています。それを今数値でお示

しするのがなかなか難しいんですけれども、や

はり一定程度落ちていって、それが新たな感染

のリバウンドにつながらないだろうというとこ
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。ろまで落ちていくのが望ましいと思っています

それとやはり医療の状況でございます。先ほ

ど入院の状況を少し御説明しましたけれども、

病床使用率がどうなっていくのか。その中で特

に高齢者の割合とか、中等症の方々がどういう

状況になっていくのか、どういう傾向になって

いっているのかをしっかり見極めたいと思って

います。それが福祉サイドの考え方でございま

す。

一方で、日高委員のおっしゃるように、経済

と感染防止対策のバランスをどう取っていくの

かは社会全体でコンセンサスを得ながらやって

いかなければ、きついことばかりやってもコン

センサスが得られないと逆効果になってまいり

ますので、日本全体でその合意が得られるとこ

ろがどの程度になっていくのか それはこういっ。

た感染状況を見ながら県全体でも考えていかな

ければならないし、最終的には、国でまん延防

止等重点措置をどうするのかという判断になり

ますので、国でもそういった感染の状況、感染

拡大防止の効果がどの程度出ているのか、一方

で、経済に与えるマイナスの影響をある意味ど

こまで我慢できるのか、そこのバランスをしっ

かり見極めながら、どういったタイミングにな

れば解除できるのかをしっかり判断していくこ

とになろうかと思っています。

明確な答えができなくて大変申し訳ないんで

すけれども、大きくはそういう考え方で今後対

策を進めてまいりたいと思っております。

バランスでしょうけれども、この○日高委員

ままずっと慎重にやり過ぎても、やはり経済が

回らないことになったら大変です。飲食店は、

もし解除になってもお客は本当に戻ってくるの

かという、そちらの心配をしているのではない

かと。支援金のこともあるんですけれども、そ

の後がどうなるのかという心配です。

とはいえ、死者も多いとか、入院患者も多く

なってくると、今までずっときつく縛ってきた

ものを急に緩めたらどうなるのかという話に

なってくると思います。しかしながらそれには

段階があると思います。

基本的に今までのやり方としては、まん延防

止等重点措置があっていきなり緩めるわけない

ですよね。感染が減りだしたら次は赤圏域です

よ。赤圏域になって、赤圏域でしっかりとその

辺を 例えば資料６ページの図で見たら小林─

・えびの・西諸県圏域あたりは10万人当たりの

感染者数が60何人ですよね。多分、宮崎市の10

万人当たりの感染者数が130人になったときにま

ん延防止等重点措置に上げているんですよ。だ

から例えば、圏域として100人以下になればそこ

の圏域をまん延防止等重点措置から外して、徐

々に赤圏域にするというやり方もあります。

今まで県がやっているのは、一遍にまん延防

止等重点措置を外して、２週間、３週間ぐらい

赤圏域にして、様子を見て黄色圏域なんですよ

ね。オミクロン株は濃厚接触者の待機期間も14

日ではなくて５日でいいわけですから、解除の

仕方も工夫していってほしいなと思います。今

までのような解除の仕方では経済は回らないで

す。赤圏域、黄色圏域、緑圏域とありますけれ

、 。ども 圏域ごとに見ることはできないんですか

まん延防止等重点措置○重黒木福祉保健部長

については、県に対して国から宮崎県がその対

象県だと適用されるわけでございます。適用さ

れる中でどの区域をいわゆる重点措置区域にし

て飲食店等の時短要請するか、これは知事の権

限になっております。

実際、今回も、まん延防止等重点措置を最初

に適用するときには、まずは都城市と三股町に
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適用しますと発表して、その後、21日からは延

岡市と宮崎市も含めてスタートしております。

翌週になってから県下全市町村を対象にしたと

いうことで、経済活動と感染防止対策を両立す

る観点から、まん延防止等重点措置の中の重点

措置区域は段階的に広げているというやり方を

したところでございます。

したがいまして、日高委員がおっしゃるよう

に、解除する段階でも理論的にはそういうこと

もあり得るということで、そういったシミュレ

ーションもできなくはないと思っております。

一定の圏域で感染者数が劇的に下がるようなこ

とがあれば、そういったことも可能ではござい

ますので、そういったいろいろなオプションも

含めて、今後どういった形で経済と感染防止対

策を両立できるのかをしっかり考えていきたい

と思います。

ぜひそういう形で、小まめに全体○日高委員

的にやってもらいたいなと思います。感染者数

によっては、前倒し解除も私はあり得ると思い

ますが、そこは知事の権限ですから。しっかり

その辺も、ただ締めるだけではなくて、経済と

のバランスを取るような 今日も本会議で所─

。 、信表明しましたよね 言っていたわけですから

部長もしっかりとその辺を知事に強く言ってい

ただければと思います。

今回出されている追加補正の分○前屋敷委員

は、まん延防止等重点措置が延びたということ

に対しての協力金を支給するということなんで

すけれども、これまで時短要請を受けていらっ

しゃる件数はどのくらいありますか。

これまでの実績で申し上○山下福祉保健課長

げますと、県内全体で7,200店舗ぐらいになって

おります。

ではこの7,200軒程度のところに○前屋敷委員

は、最初の協力金はもう今の段階で支給されて

いるんですか。

２月13日までの時短要請○山下福祉保健課長

に関しましての支給は市町村でやっているので

すが、14日以降、順次申請の受付を開始してい

るところでございまして、支給も早めにできる

ものと考えております。

今回の追加と合わせて申請する○前屋敷委員

ところもあるということですね。

今のところ、全市町村と○山下福祉保健課長

も２月13日で支給の期間を一度切って、それま

での分は申請を受け付けます。今後の分につき

ましては、また期間が終わったときに申請する

という流れになっております。

これは急がないと本当の支援に○前屋敷委員

ならないという状況がありますので、そこは合

わせて申請できるようなものが必要ではないの

ですかね。もう新たに今日予算化されるであろ

うと思うんですけれども。

申請に当たってはその期○山下福祉保健課長

間、時間短縮要請に協力していただいたことを

確認する必要がございますので、基本的にはそ

の期間が終わってからになるかと思っているの

ですけれども、今回、延長になりましたけれど

も２月13日で一度切るということで、まずはそ

れまでの要請の協力状況を確認して速やかに支

給するということにしております。

本県におきましては、これまでも市町村にお

いて申請支給事務をしていただいていますけれ

ども、他県に比べて速やかな支給ができている

と考えておりますので、今回につきましても市

町村と連携しまして、できるだけ早めに支給し

て事業者の皆様に協力金が行き届くようにして

まいりたいと思います。

確かに実績に応じての支給にな○前屋敷委員
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るということもあって、やはり13日までが最初

の期間だったので、14日からの申請ということ

になるとは思うのですけれども、今言われたよ

うに、申請があった場合は速やかに支給ができ

るということに最大限力を入れてほしいなと思

います。

先ほどからお話になっています経済との関係

なのですが、商工観光労働部の関係で上がって

いるんですけれども、県民県内旅行ジモ・ミヤ

・タビです。確かに今、まだまん延防止等重点

措置の最中ということもあって、だんだんと少

、なくなってきている傾向にはあるのだけれども

今果たしてこの補正でこの事業を進める す─

ぐには着手しないのだろうとは思うのですけれ

ども、県外近隣のところの旅行にも活用できる

という中身になっているものですから、いろい

ろ協力、関連して事業も進めていこうというこ

とで立ち上げられるんだろうけれども、福祉サ

イドからはどう見ておられるのかをお伺いした

いと思います。

ジモ・ミヤ・タビは商工○山下福祉保健課長

観光労働部でやっておりますけれども、例えば

どの圏域でジモ・ミヤ・タビの事業をスタート

するかというのは、感染対策と連動しておりま

す。オレンジ圏域になったらもう実施しないと

か、予約しないというような形で、そこはしっ

かり連動して実施してきておりますので、今後

ともそういう形でやっていきたいと思っており

ます。

そこのところはしっかり商工観○前屋敷委員

光労働部との連携も強めていただきたいと思い

ます。最初にこれが出たときに、え、今これな

のかという思いもあったものですから、お願い

したいと思います。

予算はいいと思うのですが、先ほ○佐藤委員

ど日高委員からもありましたけれども、段階的

な解除の話は地域をしっかり分けてやってもら

う必要があろうかと思います。それからワクチ

ン検査パッケージが進んできて、それを使うと

いうことでやっていましたけれども、それを生

かして解除していくのか、そういう制限緩和を

していくのか、そこのところはどうですか。

ワクチン検査パッケー○重黒木福祉保健部長

ジについては、いわゆるデルタ株のときにつく

られた制度と認識しております。したがって、

今現在、国でも新しいパッケージの内容を再検

討しているとお伺いしていますので、単純に次

の行動要請の緩和等を行う際に、もともと予定

していたワクチン検査パッケージを適用するこ

とは恐らくないだろうと思っております。

何か新しい仕組みの中でそういったものがま

た国から出てくると思いますので、それを踏ま

えてしっかり対応していきたいと思います。

分かりました。次々と変異株が出○佐藤委員

てくるわけですから、早めに対応していかない

と間に合わないといいますか、ただ、めり張り

をつけた形でやっていかないと県民ももう大分

疲れてきております、その声は大分上がってき

ています。どうにかならないかということで、

それはもう皆様同じだと思います。

コロナが全く出ていない地域、もしくはかな

り少ない地域もあるわけです。そういうところ

はしっかり色分けをして、県内全域を一緒にす

るのではなく、先ほど話があったので安心した

のですが、そういう形で早めにめり張りをつけ

た対応をやっていただきたい。試験的にという

わけにはいかないでしょうけれども、ある程度

は思い切ったことをやりながら様子を見ていか

ないと、ウイルスの形もいろいろ変わってきて

、 。いますので よろしくお願いしたいと思います
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御指摘ありがとうござ○重黒木福祉保健部長

います。市町村ごとに見ていくと、感染者の出

ていない市町村もあったりするところでござい

ます。ただ、先ほど段階的なというお話を少し

させていただきましたけれども、前提としては

やはり一定の圏域で感染者が相当程度抑え込ま

れているというのが一つ条件になってこようか

と思っています。

単一の市町村で少ないからといってそこだけ

やっていくと、やはり周囲から持ち込まれると

かいろいろ出てまいりますので、感染者が一定

水準以下になっているというところが一つ条件

になってまいりますので、そこは一つの圏域の

まとまりでそういう状況になればそういうこと

もあり得るということで御理解いただければと

思っております。

それは分かるんですよ。ただ、非○佐藤委員

常に用心して、対策をしっかり打っているとこ

ろで予期せぬ感染が起きたりするのは仕方ない

として、いわゆる対策が緩い地域としっかりし

ている地域は、今までも見て分かると思うんで

す。その辺も今後の状況を見ながら圏域ごとで

結構ですのでお願いしたいと思います。

一般県民の皆さんたちは、今もこ○横田委員

れまでと変わらないようにいろいろな行事をし

ておられます。ただ、これまではその行事が終

わった後に当たり前にあった懇親会はもう100％

ないと思っています。しかしそれに対して文句

を言ったり、不平を言ったりする人もほとんど

おられません。ということは、もう県民の皆さ

んたちもそういった懇親会等がないのに慣れた

のか、諦めたのか分かりませんけれども、そう

いう状況になっているからこそ、例えばこれか

らもしかすると６日の前に感染者数がずっと

減ってくるかもしれません。

前倒しの解除を言う意見も出てくるかもしれ

ないけれども、私は県民がせっかくそういうふ

うに慣れてきたんですから、６日まではしっか

りと自信を持ってまん延防止対策とか、酒類の

提供停止を続けていってしっかりと抑え込むこ

とが大事ではないかと思います。

ただ先ほどからあるように、協力金とか支援

金等でしっかりとお店を守っていく、このこと

が非常に大事ではいかと思いますので、取りあ

えず、６日まで自信を持って、減らなかったら

当然延長もあり得るかもしれませんけれども、

。しっかりと取り組んでいただきたいと思います

。○重黒木福祉保健部長 ありがとうございます

まずは３月６日までが期限でございますので、

６日までにしっかりと感染を抑え込むのが大前

提になってまいりますので、しっかり取り組ん

でまいりたいと思っております。

ほかに質疑はございませんか。○日髙委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上で福祉保健部を○日髙委員長

終了いたします。

執行部の皆様、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時43分休憩

午後０時58分再開

委員会を再開いたします。○日髙委員長

まず議案の採決を行いますが、採決の前に賛

否を含めて御意見がありましたらお願いいたし

ます。

暫時休憩いたします。

午後０時58分休憩

午後１時０分再開

委員会を再開いたします。○日髙委員長
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それでは採決を行います。議案第63号につい

て、原案のとおり可決することに御異議ござい

ませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。 、○日髙委員長 御異議なしと認めます よって

議案第63号については、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。

、 。次に 委員長報告骨子案についてであります

委員長報告の項目及び内容について、皆さん

の御意見がありましたら伺いたいと思います。

暫時休憩します。

午後１時１分休憩

午後１時６分再開

委員会を再開いたします。○日髙委員長

それでは、委員長報告につきましては、ただ

いまの皆様の御意見を参考にしながら、正副委

員長に御一任いただくことでよろしいでしょう

か。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにさせてい○日髙委員長

ただきます。

最後に、その他で何かございますか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって本委員○日髙委員長

会を終了いたします。

午後１時７分閉会
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